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令和６年度第３回子ども・子育て会議 議事要旨 

 

日 時：令和７年１月２９日（水）１３時３０分～１４時４０分 

場 所：村岡地域局 ３０１会議室 

出席者：委員１０名（４名欠席）、教育長、事務局５名 

 

≪次第≫ 

開会 

会長あいさつ 

教育長あいさつ 

議題 

(1) 第３期香美町子ども・子育て支援事業計画の策定について 

① 計画書（素案）について 

② 今後の予定について 

意見交換 

閉会 

 

 

≪資料≫ 

資料１９・・・ 第３期香美町子ども・子育て支援事業計画（素案） 
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≪議題≫ 

 

(1) 第３期香美町子ども・子育て支援事業計画の策定について（事務局による説明） 

① 計画書（素案）について（事務局による説明） 

■委員意見 

 ・ 計画書に「香美町版 就学前の教育・保育スタンダードカリキュラム」とあ

るが、内容がわかっていれば説明を教えていただきたい。 

 ・ 令和１１年度までの計画であるが、時代の流れのスピードが速く、３年、４

年後には全く通用しなくなるかもしれない。 

 

□事務局 

・ 教育・保育スタンダードカリキュラムについては、現在、香住区の就学前施

設再編検討委員会で検討しているが、基本的には、幼稚園、保育所を再編して

認定こども園化することで話が進んでいる。その中には私立の保育園もあり、

この機会に町内のこれら施設が同じ方向性に向かうための共通するカリキュラ

ムの作成を令和７年度から進めていきたいと考えている。 

 

② 今後の予定について（事務局による説明） 

■委員意見 

 ※ 意見なし 

 

 

〇その他子育て支援について（意見交換） 

■委員意見 

・ 病児保育事業が香住にしかないため、仕事の前に送っていかなければならない

ので、村岡からはやはり行きにくい。 

・ 遊ぶ場所がなく、子育て・子育ち支援センターがあるが、土・日が開設されて

いないので、仕事をしている親としては土・日に利用したい。雨の日に集まれる

場所がなく、集まれる場所があればもう少しは子育てしやすくなる。 

・ 子育て・子育ち支援センターは、十数年前は土・日が開いて月曜日が休みだっ

た。土・日に開設した方が利用率も上がると思う。 

・ 雨の日に土・日に遊ぶ場所がないのは、小学生にも言えること。晴れた日に外

で大騒ぎしていれば「うるさい」と言われ、「危ないから家で遊べ」と言われる。

しおかぜ公苑で遊ぶにしても、小さな子どもが遊んでいるところでは危ないので

遊べない。施設活用してもらい、雨の日でも集まって遊べる場所ができたらいい。 

 

□事務局 

・ 村岡区内には、宝樹保育園の前に町の児童公園があり、土・日でも開放してい
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る。（雨の時は使えないが） 

・ 子育て・子育ち支援センターの土・日の開設については、利用される親子が少

なくなっている現状もあり、利用を増やしていくための今後の課題と考えている。 

・ 小代認定こども園は園庭開放があり、来年度も計画的にやっていきたいが、屋

内施設を使うことはできない。 

・ 雨の日の遊ぶ場所として、公民館を利用することも可能だが、町でもあまりＰ

Ｒできていない。 

 

■委員意見 

・ 中学校が再編されて旧香住二中が空きになっている。子育て関係に使用しても

らえないかという意見がある。また、就学前施設の再編を検討しているとのこと

であるが、香住幼稚園が再編で使われなくなる可能性があると聞いており、活用

を検討し有効に活用してもらいたい。 

 

□事務局 

・ 香住幼稚園の有効利用についても、再編時の課題等も含めて、今後再編と併せ

て協議を行っていく。 

 

■委員意見 

・ グループで子どもを盛り上げる活動をしようと、公民館を使用できないかと声

をかけたが、お金が発生してしまうと一切貸せないと言われた。子育て・子育ち

支援センターでも貸すことができないとのこと。貸してもらえることはできない

のか。 

・ 施設で金銭が発生するようなことは認められないので、何らかの子育て子育ち

に関する活動の補助金を創設して活動に充てられるようにできればよい。 

 

□事務局 

・ 利益追求につながるようなことで、公共施設でも有料で貸すことのできるとこ

ろはある。ただ、子育て活動の中で子どもを盛り上げようという活動となると、

訪問販売のようなものとは質が違うと考えられ、活動を始めるまでに相談に来て

いただきたい。 

・ 福祉課で子育てグループの活動を支援する年５万円の補助金がある。グループ

をつくって読み聞かせや子どもたちを集めてイベントをするというような目的で

あれば、福祉課や教育委員会でも相談いただき、対象となる施策を行う担当課へ

のご案内や、教育委員会や地域局等へも説明に出向かせていただく。 


